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して製作されたもので 

長野県北部地域からもたらされたと考えられます。刃部を欠く状態は、長野県北部地域出土 

の石戈と同じであり、何らかの儀式
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に折
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ったと考えられます。県内では唯 
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が設
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けられ、周 縁
しゅうえん

に刃が形成された石器です。棒状の木材を 

中央の孔に装着して使用されたと考えられています。用途は土掘り具、あるいは戦闘用の武器 

など諸説
しょせつ

ありますが、現時点では１つに限定するのは 難
むずか

しい状況です。 
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    １．はじめに 

 弥生
や よ い

時代
じ だ い

とは、稲作
いなさく

が始まった時代であり、現在の私たちの食生活の基本形が成立した

時代です。また大陸から金属器なども伝わり、利器
り き

の革新
かくしん

が始まった時代でもあります。

しかし、金属器が一般的に広まるのは古墳
こ ふ ん

時代
じ だ い

以降のことであり、弥生人たちは縄 文
じょうもん

時代
じ だ い

 

から引き継いだ打製
だ せ い

石器
せ っ き

のほかに大陸から伝わった 

磨製
ま せ い

石器
せ っ き

などを使用して生活していました。 

現在、市内では弥生時代の遺跡は、23 箇所確認 

されています（第１図）。時期は前期
ぜ ん き

末
まつ

（約 2,200 

年前）から後期
こ う き

後半
こうはん

（約 1,700 年前）までです。 

遺跡からは、さまざまな石器が出土しており、主に 

農具
の う ぐ

、狩 猟
しゅりょう

具
ぐ

、工具
こ う ぐ

、調理
ちょうり

具
ぐ

、祭祀
さ い し

具
ぐ

などに分類 

されます。 

石器は当時の暮らしぶりを知る上で、重要な情報 

を教えてくれます。今回の展示では、市内に所在す 

る弥生時代の遺跡から出土した石器についてご紹介 

いたします。 

 

 

      石鍬は、短冊
たんざく

形、撥
ばち

形、分銅
ふんどう

形、有
ゆう

肩
けん

形などさまざまな形のものがあります。全長 20

㎝前後を測る大型のものが多くみられますが、これは遺跡が固い粘土層に立地することか

らより効率よく掘るために大型化したと考えられます。主な石材は粘板岩
ねんばんがん

とホルンフェル

スです。石鍬は棒状の木材先端にひもでくくりつけられ、土を耕す道具として使用されま 

平成 26 年５月 16 日発行 

熊谷市立江南文化財センター（熊谷市教育委員会 社会教育課 文化財保護係） 

― わが街熊谷遺跡めぐり ― 弥生時代の石器 テーマ展解説書 第 17 集 

石戈
せ っ か

 

第１図 熊谷市内の弥生時代遺跡分布図 

－１－ 

６．祭祀具（石戈
せ っ か

） 

 飯塚遺跡

飯塚南遺跡

鵜森遺跡 

一本木前遺跡 

横間栗遺跡 
関下遺跡 

石田遺跡 

北島遺跡 

池上遺跡 

藤之宮遺跡

前中西遺跡 

平戸遺跡 諏訪木遺跡 

古宮遺跡 

三ヶ尻遺跡

富士山遺跡
姥ケ沢遺跡 

西内手遺跡

下田町遺跡

北廓遺跡 
中廓遺跡 

円山遺跡 
船木遺跡 ＝出土遺物展示遺跡

この部分が出土。 

７．その他（環 状
かんじょう

石
せき

斧
ふ

） 

福岡県田川郡糸田町出土石戈 

２．農具（石
いし

鍬
ぐわ

） 

 
和歌山県有田市出土銅戈 

画像提供：東京国立博物館 画像提供：東京国立博物館 

参考 

前中西遺跡 

Ⅲ９号方形周溝墓出土。 

前中西遺跡Ⅱ３号住出土。 

環状
かんじょう

石
せき

斧
ふ

 

出土地不詳環状石斧 
画像提供：東京国立博物館 

－４－ 

   この部分が出土。 

環状石斧？ 

絵画：兵庫県神戸市桜ヶ丘５号銅鐸 



した。縄文時代から認められる打製石斧とも呼ばれています。 

    

 

 

石鏃は、打製
だ せ い

と磨製
ま せ い

があります。打製は基部
き ぶ

に 茎
なかご

を持つものと持たないものがあります。磨

製は茎を持たず、矢にひもでくくりつけるための孔
あな

が設けられています。いずれも小型である

ことから小動物などを狩る際、矢の先に取り付けられ、使用されたと考えられます。打製は地

元で製作され、磨製は磨製
ま せ い

石
せき

斧
ふ

とともに長野県北部地域からもたらされたと考えられます。 

      

 

 

 

 

 磨製石斧には太形
ふとがた

蛤 刃
はまぐりば

石
せき

斧
ふ

と扁平片刃
へんぺいかたば

石
せき

斧
ふ

があります。石材は緑 色 岩
りょくしょくがん

で長野県北部地域か

らもたらされたと考えられます。太形蛤刃石斧は、加工した棒状の木材に装 着
そうちゃく

され、伐採
ばっさい

の道

具として使用されました。最も大きいものは全長 21.3 ㎝を測り、県内では朝霞市
あ さ か し

新屋敷
あ ら や し き

遺跡
い せ き

出

土例と並び、最大級の大きさです。扁平片刃石斧は、木材を削
けず

るなど細部を加工する道具とし    

て使用されました。砥石は、石斧などの刃部
じ ん ぶ

を研
と

ぐ道具として使用されました。 

            

    

 

     

     石皿・凹石と敲石・磨石は、植物質食料を粉砕
ふんさい

する際にセットで使用されました。磨石

には光沢
こうたく

が出るまで使用されたものもみられます。 

掻器は、皮なめしや獣の肉を切ったりするなど多目的に使用されたと考えられます。 
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